
て
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
の
世
論
の
形
成

者
は
中
流
以
上
の
人
為
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

鶴
見
祐
輔
は
『
後
藤
新
平
』
第
一
巻
の
中
で
、
「
衛
生
ノ
盛
衰
〈

国
民
ノ
命
価
二
関
ス
」
と
題
す
る
講
演
に
触
れ
つ
つ
、
「
伯
が
衛
生

の
宣
伝
に
つ
き
、
い
か
な
る
論
法
を
用
い
た
か
を
知
る
よ
す
が
と
し

て
」
（
三
三
九
．
ヘ
ー
ジ
）
、
こ
の
論
文
の
大
要
を
記
し
て
い
る
。

⑧
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て
は
「
健
康
ノ
価
」
と
表
現
さ
れ

ヲ
ｏ
Ｏ

「
命
価
説
」
は
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い

て
は
、
よ
り
正
確
に
、
生
産
力
の
担
い
手
、
富
の
源
泉
と
し
て
の
労

働
者
・
貧
民
の
「
健
康
ノ
価
」
へ
と
等
価
・
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
「
抑

々
健
康
ノ
価
即
生
命
ノ
価
値
」
（
一
五
四
・
ヘ
ー
ジ
）
と
表
現
さ
れ
て
い

〉
（
》
○

参
考
文
献

日
野
秀
逸
、
「
医
療
政
策
思
想
史
ノ
ー
ト
」
第
八
回
、
第
九
回
、
第

二
回
、
第
二
○
回
、
『
月
刊
保
団
連
』
、
第
一
九
七
号
（
一
九
八
四
年
四

月
）
、
第
二
○
○
号
（
一
九
八
四
年
五
月
）
、
第
二
○
三
号
（
一
九
八
四
年

八
月
）
、
第
二
四
八
号
（
一
九
八
六
年
一
○
月
）
。

（
国
立
公
衆
衛
生
院
）

今
日
、
医
学
・
歯
学
に
関
す
る
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
は
一
般
に
医
科

器
械
カ
タ
ロ
グ
、
歯
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
江
戸
時
代
の
一
枚
刷
に
よ
る
と
「
外
科
道
具
品
々
」
「
阿
藺

陀
外
科
道
具
品
々
」
「
正
札
無
引
、
長
崎
広
瀬
外
科
道
具
品
を
」
「
諸

流
外
療
道
具
品
を
」
な
ど
が
あ
り
、
主
と
し
て
外
科
（
療
）
道
具
で

そ
の
中
に
眼
科
（
家
）
道
具
や
産
婦
道
具
が
含
ま
れ
て
い
る
。

日
本
最
初
の
カ
タ
ロ
グ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
明
治
ｎ
年
９
月

６
日
版
権
免
許
、
松
本
市
左
衛
門
刊
の
「
医
療
器
械
図
譜
」
で
あ

り
、
次
い
で
明
治
皿
年
８
月
出
版
の
岩
本
五
兵
衛
刊
の
「
医
家
器
械

図
譜
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
明
治
加
年
、
同
叫
年
の
第
一
回
同
二
回

の
内
国
勧
業
博
覧
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
有
功
賞
を
う
け
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
銅
版
、
一
六
○
．
ヘ
ー
ジ
内
外
、

非
売
品
で
は
な
く
、
’
だ
銭
で
外
国
の
器
械
書
の
訳
本
で
外
科
の
範

囲
だ
け
で
な
く
、
急
速
な
医
学
、
歯
学
の
進
歩
に
つ
れ
て
解
剖
用
機

医
科
・
歯
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
の
変
遷

谷
津
三
雄
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具
や
診
断
や
検
査
、
ま
た
歯
科
用
器
具
な
ど
多
彩
な
品
種
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
医
家
が
注
文
し
外
国
に
発

注
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
演
者
が
蔵
す
る
カ
タ
ロ
グ
の
中
に
石
代
十
兵
衛
編
輯
、

遠
州
屋
十
兵
衛
蔵
版
、
医
術
用
図
書
が
あ
り
、
明
治
加
年
哩
月
Ⅳ
日

版
権
免
許
、
同
年
哩
月
溺
日
出
版
で
松
本
市
左
衛
門
の
も
の
よ
り
古

く
、
本
書
が
日
本
最
初
の
医
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
本
書
は
明
治
昭
年
１
月
別
日
に
改
題
し
医
用
器
械
図
譜
と
な

り
、
さ
ら
に
明
治
肥
年
、
月
再
版
、
増
訂
、
医
用
器
械
図
譜
、
明
治

”
年
４
月
１
日
改
正
（
非
売
品
）
、
医
療
器
械
正
価
表
と
変
遷
し
た
よ

う
で
あ
る
。
大
阪
の
白
井
松
よ
り
の
も
の
は
明
治
聡
年
廻
月
型
日
版

権
免
許
同
四
年
８
月
８
日
出
版
（
初
版
）
で
医
用
器
械
図
譜
、
増
補

訂
正
、
医
用
器
械
図
譜
は
明
治
翠
年
血
月
刊
（
二
版
）
、
同
名
で
明
治

調
年
８
月
刊
（
三
版
）
が
、
ま
た
一
九
一
二
年
刊
（
明
治
色
３
月
の

四
版
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
そ
の
他
の
架
蔵

本
を
み
る
と
、
明
治
翠
年
６
月
刊
「
学
校
用
器
械
薬
品
目
録
」
、
明

治
妬
年
頃
刊
「
医
療
器
械
価
表
」
、
同
”
年
２
月
、
大
磯
重
輔
刊
「
医

療
器
械
実
価
表
」
、
同
”
年
、
松
本
儀
兵
衛
刊
「
医
科
器
械
実
価
表
」
、

同
鋤
年
頃
刊
「
医
療
器
械
定
価
表
」
、
同
詔
年
、
鈴
木
浅
之
助
刊
「
医

科
器
械
定
価
表
」
、
同
調
年
の
佐
為
木
商
店
刊
「
医
療
器
械
実
価

表
」
、
同
如
年
の
松
本
福
松
刊
「
医
科
器
械
目
録
」
、
同
如
年
の
野
田

商
店
刊
「
医
療
器
械
概
目
表
」
、
同
虹
年
「
風
雲
堂
医
科
器
械
目
録
」

（
ア
ー
ト
紙
で
今
日
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
、
左
横
書
き
で
写
真
が
多
く
表
題

は
９
且
８
唱
の
普
晶
§
自
己
胃
匡
冒
①
昌
吻
）
、
同
娼
年
、
京
都
の
堂
阪
器

械
店
刊
は
「
医
科
器
械
目
録
」
、
同
“
年
の
石
渡
器
械
店
は
「
医
科

器
械
目
録
」
、
同
“
年
半
田
屋
刊
「
医
療
器
械
代
価
表
」
（
横
書
き
）
、

大
正
元
年
の
半
田
屋
刊
「
医
療
器
械
代
価
表
」
（
縦
書
き
）
な
ど
が
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
医
術
用
図
書
、
医
家
器
械
図
譜
、
医
療
器
械
図
譜
、

そ
の
他
、
目
録
、
概
目
な
ど
の
名
称
が
、
ま
た
価
表
、
実
価
表
、
定

価
表
、
代
価
表
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
初
は
外
国
の

も
の
に
な
ら
い
な
が
ら
も
、
東
大
、
順
天
堂
、
日
赤
な
ど
の
指
導
に

よ
る
も
の
が
桑
ら
れ
、
次
第
に
国
産
化
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
半
田
屋
は
鍼
に
特
徴
が
翠
ら
れ
、
ま
た
、
日
清
、
日
露
戦
争
な

ど
の
影
響
も
多
く
翠
ら
れ
る
。
後
藤
風
雲
堂
は
顕
微
鏡
か
ら
レ
ン
ト

ゲ
ン
に
移
行
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
器
械
店
は
医
療

器
械
店
あ
る
い
は
医
術
器
械
店
と
称
し
器
械
の
ほ
か
に
薬
種
問
屋
や

本
屋
も
兼
ね
て
い
た
。
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な
お
、
歯
科
に
お
け
る
カ
タ
ロ
グ
の
最
初
の
も
の
は
明
治
泥
年
８

月
歯
科
学
会
月
報
第
弱
号
付
録
歯
科
治
術
学
図
譜
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）

土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六
’
一
九
三
己
は
明
治
三
六
（
一
九
○
三
）
年

に
『
日
本
皮
膚
病
徽
毒
図
譜
』
第
一
峡
を
朝
香
屋
書
店
よ
り
上
梓
し

た
。
土
肥
が
東
京
帝
国
大
学
の
皮
膚
病
学
徽
毒
学
講
座
の
教
授
に
就

い
た
の
は
明
治
三
一
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
か
ら
五
年
目
の
挙
で

あ
る
。
こ
の
図
譜
が
上
梓
さ
れ
た
最
大
の
意
義
は
、
わ
が
国
の
皮
層

科
学
が
翻
訳
的
な
も
の
か
ら
脱
皮
し
て
、
わ
が
国
個
有
の
皮
層
科
学

を
樹
立
し
た
こ
と
を
示
し
た
点
に
あ
ろ
う
。
本
図
譜
は
日
本
と
題
し

て
い
る
こ
と
に
土
肥
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。
土
肥
は
本
図
譜
に
、

序
文
の
類
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
直
接
に
そ
の
意
図
を
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
こ
の
類
推
に
大
き
な
誤
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
す
こ

し
上
梓
ま
で
の
経
過
を
み
て
み
よ
う
。

土
肥
は
明
治
二
三
年
に
東
大
を
卒
業
、
外
科
に
入
る
。
翌
二
四
年

に
皮
膚
病
学
徽
毒
学
担
任
の
初
代
教
授
に
村
田
謙
太
郎
が
就
く
が
翌

土
肥
慶
蔵
『
日
本
皮
層
病
徴
毒
図
譜
』

刊
行
の
意
義

長
門
谷
洋
治
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